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時を超えて非運の主従に思いを馳
は

せる
第 22 回倉吉せきがね里見まつり
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● くらよし女子駅伝／日本海駅伝 ･･････････ 7
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● インフォメーション ･･･････････････ 9 ～ 13
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　９月２日（日）、「第 22 回倉吉せきがね里見まつり」が開催されました。

　倉吉市は、滝沢馬琴の小説「南総里見八犬伝」のモデルといわれる

安
あわのくに

房国・館山城主（千葉県館山市）里見忠
ただよし

義公と８人の忠臣が生涯を終

えた地になります。無実の罪で若くして非業の死を遂げた忠義公とその

家臣をしのんで、この日はたくさんのイベントが行われました。

　「里見時代行列」では手作り甲
かっちゅう

冑に身を包んだ小学生を含む市民約

２５人が大岳院（東町）で忠義公の墓参りをした後、勇壮な武将姿で里

見忠義主従の廟
びょう

がある堀地区までを練り歩きました。

　また、堀地区の山守小学校では、児童が「八犬士」を演じる「子供歌舞

伎」が行われ、練習を重ねた子どもたちの好演に大きな声援と拍手が贈

られました。
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※問合せ先：長寿社会課 (あ 22―7851)   
活用していますか？

        介護サービス
　

今
年
５
月
に
実
施
し
た
、
市
民
意
識
調
査
の
中
で
、「
家
族
の

介
護
の
た
め
に
、
自
分
の
趣
味
を
あ
き
ら
め
た
」
と
い
う
ご
意
見

が
複
数
あ
り
ま
し
た
。

　

家
族
を
一
日
中
、
し
か
も
、
毎
日
、
家
の
中
で
お
世
話
す
る
こ

と
は
、
時
と
し
て
負
担
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 
 

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
介
護
者

も
ひ
と
と
き
、
自
分
の
時
間
を
持
ち
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と

も
必
要
で
す
。

 

介
護
サ
ー
ビ
ス
の「
は
じ
め
」

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に

は
、
ま
ず
、「
要
支
援
」・「
要
介
護
」

の
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
市
の
窓
口
で
申
請
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

在
宅
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い

場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め「
ケ
ア
プ

ラ
ン
」
の
作
成
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

認
定
を
受
け
る
と
、
状
態
に
応

じ
た
各
種
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

 
 

「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
」

や「
訪
問
看
護
」は
、、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
や
看
護
師
が
自
宅
を
訪

れ
、
身
の
回
り
の
お
世
話
や
、

療
養
上
の
お
世
話
、
身
体
介
護

な
ど
を
行
い
ま
す
。

 
 

ま
た
、「
訪
問
入
浴
」や「
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
」
な
ど
、
浴
槽
を
積
ん

だ
入
浴
車
な
ど
が
自
宅
を
訪
れ
、

入
浴
を
行
っ
た
り
、
専
門
職
が
行

う
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
医
師
、

歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
歯
科
衛
生

な
ど
が
、
療
養
上
の
管
理
や
指
導

す
る
も
の
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

 

①
自
宅
で
利
用
す
る

 
 

「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
や「
デ
イ
ケ

ア
」
は
、
在
宅
の
支
援
・
介
護
が

必
要
な
人
が
、
車
で
送
迎
を
受
け

て
施
設
に
出
向
き
、入
浴
や
食
事
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ

り
、
介
護
、
機
能
訓
練
な
ど
の

必
要
な
療
養
や
日
常
生
活
の
介

助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

  

「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」は
、
在
宅

の
利
用
者
の
家
族
が
一
時
的
に
家

庭
で
の
介
護
が
難
し
く
な
っ
た
と

き
に
利
用
で
き
ま
す
。
短
い
期
間

だ
け
施
設
に
入
り
、
看
護
や
機
能

訓
練
、
介
護
な
ど
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

 

②
施
設
に
通
う
、
泊
ま
る

●
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　

認
知
症
で
、
介
護
を
必
要
と

す
る
人
た
ち
が
９
人
程
度
で
共

同
生
活
を
営
む
住
居
で
介
護
を

行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
生
活
環
境
を
で

き
る
だ
け
変
え
な
い
よ
う
配
慮

さ
れ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
施
設

で
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
、

機
能
訓
練
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す（
※
要
支
援
１
の
人
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
）
。

 

③
住
み
慣
れ
た
地
域
の
ま
ま
で

●
介
護
老
人
福
祉
施
設

：

常
に

介
護
が
必
要
で
、
自
宅
で
の
介
護

が
難
し
い
人
が
入
り
、
日
常
生
活

な
ど
の
介
助
を
受
け
ま
す
。

●
介
護
老
人
保
健
施
設

：

病
状

が
安
定
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
重
点
を
置
い
た
ケ
ア
を
必
要

と
す
る
人
が
入
り
、
医
学
的
な
管

理
の
も
と
で
介
護
や
機
能
訓
練
を

受
け
ま
す
。

●
介
護
療
養
型
医
療
施
設

：

病

状
が
安
定
し
、
長
期
間
の
療
養
が

必
要
な
人
が
入
り
、医
療
や
看
護
、

介
護
な
ど
を
受
け
ま
す
。

※
た
だ
し
、
要
介
護
１
〜
５
の
人

の
み
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

 

④
施
設
に
入
所
す
る

 

介
護
の
た
め
に
、趣
味
を
や
め
る
？
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介護予防

介護予防ワンポイント
　９月１７日は「敬老の日」です。「多年に
わたり社会につくしてこられた老人を敬愛
し、長寿を祝う」として作られました。そ
して９月１５日から９月２１日までの一週
間は「老人週間」です。世代を超えて、高齢
になっても安心して暮らせる社会づくりや
超高齢社会の中で高齢者自らが高齢期のあ
り方について関心と理解を深めていくこと
を目的にできたものです。このキャンペー
ンのひとつに高齢者の介護予防、生きがい、
健康づくりへの取り組みを進めよう。とい
う目標があります。
　「活動的な８５歳をめざして」いつまでも
いきいきと自分らしく生活できるように出
かける習慣をつけ、人と交流していきなが
ら介護予防の取り組みをできることからは
じめていきましょう。
　介護予防教室のお問い合わせは最寄の地
域包括支援センターへ。

・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊

介護予防教室に参加しましょう

ホッといきいき教室
～介護予防教室～

【上北条・社・高城地区】うつぶき地域包括支援センター
                                    （あ２６－６３７８）
 【上井・西郷・灘手地区】マグノリア地域包括支援センター
                                    （あ２６－３９２２）
 【上灘・成徳地区】倉吉中央地域包括支援センター（上灘・成徳）
                            （あ２２－６１０２）

 【明倫・小鴨地区】明倫・小鴨地域包括支援センター
                            （あ２３－７１０６）
 【北谷・上小鴨・関金地区】かもがわ地域包括支援センター
                                        （あ４５－３８８８）
　地域包括支援センターでは出前介護予防教室（無料）も実
施しています。詳細は、お問い合わせください。

【
借
り
る
】

 
 

貸
出
料
の
１
割
を
負
担
し
て

介
護
用
ベ
ッ
ド
な
ど
の
指
定
さ

れ
た
福
祉
用
具
が
借
り
ら
れ
ま

す
。（
※
貸
出
料
は
用
具
の
種
類
や

事
業
者
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

【
買
う
】

  

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
な
ど
の
指

定
さ
れ
た
福
祉
用
具
の
購
入
費

（
※
指
定
事
業
所
で
の
購
入
の
み
が

対
象
に
な
り
ま
す
）
、
指
定
さ
れ
た

住
宅
改
修
を
し
た
場
合
の
改
修
費

用
の
９
割
が
支
給
さ
れ
ま
す
。（
※

事
前
に
市
に
申
請
が
必
要
で
す
）

 

⑤
生
活
環
境
を
整
え
る

 

⑥
費
用
の
負
担
を
軽
く
す
る

 
 

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と

き
、
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
１
割
を
利

用
者
が
負
担
し
て
、
残
り
の
９
割

は
介
護
保
険
か
ら
給
付
さ
れ
ま
す
。

（
※
施
設
利
用
の
場
合
は
利
用
料
の
ほ

か
に
食
費
や
部
屋
代
、
光
熱
費
が
か

か
り
ま
す
）

  

ま
た
、
１
か
月
の
利
用
者
が
負
担

す
る
額
が
高
額
に
な
り
、
上
限
額

を
超
え
た
と
き
は
、
市
に
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
、
超
え
た
分
が
払

い
戻
さ
れ
ま
す
。

65 歳以上の介護認定（要支援・要
介護認定）を受けていない人を対象
に閉じこもりを予防し、いつまでも
元気で過ごせるよう介護予防教室を
開催します。
と　き：９月２６日（水）
           午前10時30分から午後3時
内　容
（午前）ミニ講演「美味しく食べよう」

講師：谷口栄養士(健康支援課)
体操「からだを楽しく動かそう」

（午後）自由時間（頭の体操、ニュー
スポーツ、健康相談など）

ところ：グリーンスコーレせきがね
参加料：1,200 円（昼食・入浴料）程度
募集条件：65 歳以上で、介護認定を

受けていない人。
※毎月、申し込み必要。
※送迎希望の人は、送迎します。
※申込・問合せ先：長寿社会課

（あ２２―７８５１）

認知症「家族の集い」

介護家族・介護体験者が参加して、
お互いが抱えている悩みを語り分か
ち合い、情報交換したり、何でも話
し合える場です。お気軽にご参加く
ださい。
【関金会場】
と　き：１０月５日（金）

午前 10時～正午（定例第１金）
ところ：倉吉市高齢者生活福祉セン

ター（関金町関金宿／あ４５―
３８８８／い４５－２５３３）

【倉吉会場】
と　き：１０月１８日（木）

午前 10時～正午（定例第３木）
ところ：ヘルパーステーション蔵ま

ち（幸町）
※問合せ先：ヘルパーステーション蔵ま

ち（あ２４―０３７１／い２４―０３７２）／長寿

社会課（あ２２―７８５１／い２２―７０２０）

認知症って何？日ごろの疑
問に最新情報を盛り込んだ講
演です。どなたでも参加でき
ます。参加希望の人は、お申
し込みください。
と  き：１０月６日（土）

午後１時 30分～３時
ところ：高城公民館
内  容：講演「認知症について

正しく理解しよう」
講  師：鳥取大学医学部教授

　浦上克哉さん
参加料：無料　
申込期限：９月２９日（土）
※申込・問合せ先：うつぶき地域包

括支援センター（あ２６―６３７８）

認知症の講演会

教室の開催予定などについてはお住まいの地区担当の地域包括支援センターにお問い合わせください。
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第
７
回　

前
田
寛
治
大
賞
展

写
実
表
現
の
現い

在ま

▲受賞者の皆さん

と　き：10月8日（月）まで
ところ：倉吉博物館（打吹公園内　あ 22-4409）
休館日：9月18・25 日、10 月 1 日

開館時間：午前 9時～午後 5時（入館は午後 4時 30 分まで）

入館料：一般 600円（400円）　大学･高校生 300円（200円）　70 歳以上の人は 400円

　　　　※（　）は協賛券・20 人以上の団体

次の人は無料：中学生以下、障がいをお持ちの人とその介護者

大賞　島村信之　『潮騒』　2007 年

受賞者自身による作品解説

大賞を受賞した島村さんは「写実画は、描き込むこと

によって実在感が増す。絵の具で『存在』を示せたとき

に感じる到達感が醍
だ い ご み

醐味」と語られました。モデルのお

嬢さんも一緒に来場され、愛らしい笑顔を振りまいて

くれました。

9月8日（土）表彰式・ミュージアムトーク　　　　　




